教　員　個　　人　　調　　書
	履　　　　　　　　　　　歴
	

	 　 eq \o\ad(フリガナ,　　　　　　　　　　　　)
 　氏        名
	 　 △△　△△  △△  △△

 　　○　　○　　○　　○
 
	性別
	男　　 ・　　 女

	

	生年月日（年齢）
	年　　月　　日生（満　　才）
	現住所
	 ○○○○○○○○○

    ○○○○○○○○○

（電話番号　　　　　　　　　）

（e-mail　　　　　　　　　　）
	

	学　　　　　　　　　　　歴
	

	年      月
	事                 　　　　　項
	

	
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　        　　　　　   歴（職務内容は具体的に記載してください）
	

	年      月
	事      　　　           　項
	

	
	
	

	学会及び社会における活動等
	

	年      月
	事      　                　項
	

	
	
	

	賞                      　罰（＊１）

	

	年      月
	事      　                　項
	

	
	
	

	 　　               　　　　　　　　　　               　　上記のとおり相違ありません。

 　令和　　　年　　月　　日

 　　                                                           　　　 氏名　　○　○　○　○　　印
	


＊1 過去に学生や教職員等に対するセクシュアルハラスメントを含む性暴力等を原因として懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には，処分の内容及びその具体的な事由を賞罰欄に必ず記入してください。後日未記入が判明した場合には，重大な経歴詐称として懲戒処分を行う可能性があります。
教育，研究及び地域貢献に関する業績書
令和　　年　　月　　日　
氏名　　　　　　　　　　印
【教育上の実績】
【職務上の実績】
【研究業績】
　○まとめ
著書　　　　　　　　　　　　　　編（欧文　　　編，邦文　　　編）
うち最近5年間の発表　　　　編（欧文　　　編，邦文　　　編）
論文　　　　　　　　　　　　　　編（欧文　　　編，邦文　　　編）
うち最近5年間の発表　　　　編（欧文　　　編，邦文　　　編）
学会発表　　　　　　　　　　回（特別・招待講演　回，シンポジウム　回
　　　　　　　　　　　　　　　　国際学会発表　回，国内学会発表　回）
うち最近5年間の発表　　回（特別・招待講演　回，シンポジウム　回
　　　　　　　　　　　　　　　　国際学会発表　回，国内学会発表　回）
　　その他
○著  書
　  欧文著書
    邦文著書
○論文
　　欧文原著
　 邦文原著
　  欧文総説
　 邦文総説
　 その他
  ○学会発表
国際学会
国内学会
　○その他
　○外部資金獲得状況
【地域貢献に関する業績】
教育、研究及び地域貢献に関する業績書(記載例)
令和　　年　　月　　日　
氏名　　　　　　　　　　印
【教育上の実績】
※１　教育方法の実践例
２　作成した教科書，教材
３　教育上の能力に関する大学等の評価
４　実務の経験を有する者についての特記事項
５　その他
　等を記入してください。
【職務上の実績】
※１　資格，免許
２　特許等
３　実務の経験を有する者についての特記事項
４　その他
　等を記入してください。
【研究業績】
　○まとめ
著書　　　　　　　　　　　　　　編（欧文　　　編，邦文　　　編）
うち最近5年間の発表　　　　編（欧文　　　編，邦文　　　編）
論文　　　　　　　　　　　　　　編（欧文　　　編，邦文　　　編）
うち最近5年間の発表　　　　編（欧文　　　編，邦文　　　編）
学会発表　　　　　　　　　　　　回（特別・招待講演　　　回，シンポジウム　　　回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際学会発表　　　　回，国内学会発表　　　回）
うち最近5年間の発表　　　　回（特別・招待講演　　　回，シンポジウム　　　回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際学会発表　　　　回，国内学会発表　　　回）
　　その他
　　　　「資料」、「翻訳」、「報告書」
○著  書
　  欧文著書
    １．************
    邦文著書
　  １．************
○論文
　 （例） （候補者名に下線を引く。発行予定のものは必ず掲載証明をつけて下さい。）
※論文・著書ともに「欧文」と「邦文」を分けて記入することも分けずに記入することもできます。
※論文に査読がある場合は明記してください。
欧文原著
１．Shimane T, Rich EC, Crowson TW, Harris IB: Oxidative DNA damage accumulation in
・・・・・・． Am J Gastroenterol 42（巻）:351-356（始貢-終頁）, 2010（発行年）
    ２．***********************
　 邦文原著
　  １．島根太郎，出雲次郎：・・・・・・・・・・・・の分子病理学的研究.
        循環器病理学雑誌 20:123-129,2011.
　  ２．************
  　欧文総説
　  １．************
 　 邦文総説
　  １．************
 　 その他
　  １．************
　　
　　※「原著」と「総説」を分けて記入することも分けずに記入することもできます。
　　※その他必要な項目があれば追加してください。
  ○学会発表
国際学会
1． Shimane T, Izumo J : Apoptotic neuronal death in ischemia-reperfusion injury of　the brain. The 20th International Congress of Neuropathology, Paris, 2013.
国内学会
　  １．島根太郎，出雲次郎：疾患をコントロールする・・・・.
　　    シンポジウム「遺伝子発現と制御」，第○回日本○○学会総会，東京，2012.
※「国際学会」と「国内学会」を分けて記入することも分けずに記入することもできます。
　○その他
　　　「資料」、「翻訳」、「報告書」
　○外部資金獲得状況
　　1.  2013年　科学研究費補助金　若手研究（B）（2013年-2015年）
　　　　「（事業名）」○○万円　代表研究者
　　※既に別様式で外部資金獲得状況を設定している場合は必要ありません。
【地域貢献に関する業績】
